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トマスイン・フォン・ツェルクレーレ(百lOmasinvon Zerclaere)の

『イタリア人客(Derwa1sche Gast) j]一一中世の教育詩の一例

有信真美菜

『イタリア人客 CDerw乱lscheGast、以下W.G.と表記).!]は、おそらく 13世紀前

半に北イタリアのアクィレイア総大司教の宮廷で、そこで働いていたと考えられて

いる聖堂参事会員トマスイン・フォン・ツェルクレーレ1Cτhomasin von Zerclaere) 

という人物によって書かれたとされる中高ドイツ語2の教育詩である。教育詩

Cdidaktische Dichtung / Lehrgedicht) とは、現代で考えるような文学的な詩作では

なく、教育的・道徳的内容を詩の形式で書いたものである。同様のものとしては、 12

世紀末のヴ、ェルンヘル・フォン・エルメンドルフによる、ギョーム・ド・コンシュの

著作とされる『哲学者の道徳の教え CMoraliumdogma philosophorum).!]のドイツ

語訳3や、 W.G.としばしば比較される13世紀末のフーゴ・フォン・トリムベルクの

『走者 CDerRenner).!]があるが、どれも韻を踏んだ詩ではあるものの、内容も文体

も「詩的Jではない。それなりの長さと内容をもって書かれた教育警の1つとしての

W.G.は、同じ12、13世紀に書かれた教育書で、教科書的存在として相当広まった「有

1 1homasin von Zercl出回の現在までの発音表記例:J.ブムケ、平尾治三(他)訳了中世の騎士文
化」白水社、 1995(J. Bumke， Hofische Kultur. Literatur und Gesellschaft im hohen Mittelalter， 
Munchen 1986)においては「トーマズィーン・フォン・ツィルクレーレ」、 N.エリアス、赤井慧

爾・中村元保・吉田正勝(訳)~文明化の過程(上)ヨーロッパ上流階層の風俗の変遷」法政大学

出版局、 1977(N. Elias， Uber den Prozess der Zivilisation. Soziogenetische und psychogenetische 
Untersuchungen， Bd.1刊訂ldlungdes Verhaltens in den weltlichen Oberschichten des Abendlandes， 
Bern 1969)においては「トーマシン・フォン・ツィルクラーリア」、尾野照治の論文では「トマズ
ィン・フォン・ツィルクレーレ」。本稿ではこれらのどの表記も係用しなかったo 本稿での表記を「ト

マスイン・フォン・ツェルクレーレ」としたのは、現段階でまだカタカナ表記が一定していないため、

1)アルファペット表記はリュッケルト校訂を採用(ただし iは長音にしない)、 2)発音は現代ド

イツ語読みではなく、中高ドイツ語の発音を使用、という原則による。

2中出高地ドイツ語(Mi世elhochdeutsch)0 11世紀から14世紀頃の中世ドイツ語のこと。
3この著作がギョーム・ド・コンシュの作かどうかは異論がある。またヴ、エルンヘルによるこの翻訳

著作に題名はない。ギョームの著作自体も、書き出しの部分を題名として用いているだけであり、

者作自体はキケロやセネカなどの古典古代の著作からの詞華集。
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名な」著作がいくらかある中で、特に目立つ存在ではない。例えば、 WG.にも影響

を与えたとされるギョーム・ド・コンシュの『哲学者の道徳の教え」は50以上の写

本と印刷本が作られた。『走者』も約70冊の写本に加えて、 16世紀に入ると印刷本と

して出版されたのに対して、羽T.G.は写本断片も含めて現在残っているものが30で、

この時代のものとしては決して少なくはないが多くもない。加えて、思想的には際

立って目新しいものもなく、後世の著作や思想に対する影響もほとんど知られていな

い。しかしながら、そのことでこの著作の研究対象としての価値を過小評価すること

はできない。 W.G.は中世のこの時期に書かれるべくして書かれた「中世らしい」著

作であると同時に、非常に興味深い特異な背景や性質を持ち合わせている。本稿では

WG.の著作と著者の紹介をすると同時に、これらの点を指摘したい

まず著者トマスインに関しては、中世のこの時期の文芸作品ではよくあることだ

が、本人についての史料がほとんどない。この時期の詩人たちはしばしば自分の作品

の中で自分自身について述べるため、このような場合は著者の「自己紹介」から情報

を得ることとなるoWG.における記述によると、この著作の著者はトマスイン・フ

ォン・ツェルクレーレという名で cv.75)、イタリアのフリウリで生まれたイタリア
人で似 69，71)、従ってドイツ語は彼の母語で、はなかった。この作品を書いた時、彼

はまだ30歳になっていなかった CV.2445)。他の様々な記述から、トマスインは宮廷

で何らかの仕事をしていて、その中で様々な政治的経験をしたと思われる。

この他の史料としては、アクィレイアの教会の過去帳に、死亡年の記載はない

が聖堂参事会員だった iTomasinusde Cer1araJという人物の記載があり、これが

WG.の著者トマスインと同一人物とされている。この当時、ある程度の大きさの道

徳的教育的著作を書けるほど、の教育を受けた教養人は大抵聖職者だったので、この解

釈に問題はないだろう。これらのことから、現在までの研究で、トマスインは当時ア

クィレイアの総大司教だったヴオルフガー・フォン・エルラ CWolfgervon Erla)の

宮廷で働いていた聖職者とされている。このヴ、オルフガーという人物は、有能な政治

家として、また文芸の支援者の一人として非常に興味深い人物だが、残念ながらトマ

スインと彼の関係はよく分かっていないo W.G.においても、ヴ、オルフガーとトマス

インの明確な関係を示す記述も献呈の辞もないからだ。しかしながら、明確な証言は

ないものの、トマスインがこの作品をヴォルフガ一の宮廷で書いたと考えるのが妥当

4以下、 W.G.に関して述べるが、本文のテキストおよび行数については、 H.Ruckert (Hg.)， Der 
Walsche Gast des 百lomasinvon Zirclaria， Berlin 1965 (Photomechanischer Nachdruck der 1852) 
に準じる。
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である。 1つには、ヴ、オルフガーが要職で、あるパッサウ司教とアクィレイア総大司教

を歴任したことに加えて、文芸のパトロンとしても知られていることである。例えば、

パッサウ司教時代の旅行決算書における記述一一歌人ヴ、アルター(ヴァルター・フォ

ン・デア・フォーゲルヴァイデ)に毛皮の上着を買うためのお金を与えたというもの

ーーーが、当時から有名だったにもかかわらず証書史料が1つしか残っていないこの詩

人の唯一の史料であるJまたヴォルフガーは学識法6の支援者でもあり、パッサウ司

教時代にアイルハルト・フォン・プレーメンによってヘクサメーターで書かれた法学

のテキストがヴォルフガーに献呈されている。そのような人の宮廷で教育詩が、後述

するが多少世俗的な要素も持ち合わせたものが書かれたとすることは、納得のいくこ

とだろう。加えて、 W.G.における同時代に関する言及の中に、有力者の下にいなけ

ればできないような政治経験に基づく記述があることからも、トマスインがヴォルフ

ガーの所にいたことが伺える。

W.G.はイタリア人聖堂参事会員によって、著者の母諮ではない中高ドイツ語でわ

ざわざ書かれたという点だけでも非常に興味深い。教養ある聖職者だったトマスイン

が著作を書く場合、この中世という時代から一般的に考えてラテン語を選択する方が

自然だからだ。それにもかかわらずそうせずに、彼にとっては外国語で、あるドイツ語

でこれだけの著作を書くことを選んだのである。これには、著者トマスインがいたア

クィレイアの状況が関係している。アクィレイアでは、この地域がイタリアと援する

神聖ローマ帝国の支配領域の前線地域という重要性から、総大司教自身が代々ドイ

ツ人であり、従って宮廷にいた人々もドイツ人だった。つまり、トマスインの出身地

フリウリを含むアクィレイアでは、一般人はイタリア人でイタリア語圏だが、支配者

階級の人々はドイツ人であり、政治的には神聖ローマ帝国の一部という二重構造だっ

た。 W.G.はフリウリ出身のトマスインによって書かれたが、ドイツ人へ、おそらく

彼がいた宮廷の人々に向けてドイツ語で書かれたのである。

この著作の成立年代は、やはり著作の記述から1215年から16年にかけての10ヶ月

聞に書かれたと推定されている。 2行ずつ韻を踏んだ詩の形式で書かれ、 14000行を

超える大作である。全体の構成は序文と10部7に分かれ、各部の長さは一定ではなく、

5 Sequenti die apud Zei[zemurum] Walthero cantori de Voge1weide pro pellicio .v. sol. longos.次
の日ツァイツェムルムでフォーゲ、ルヴ、アイデの歌人ヴ、アルターに毛皮のための金貨5枚(を与えた)。
CH.Heger， Das Lebenszeugnis Walthers von der Vogelweide. Die Reiserechnungen des Passauer 
Bischofs Wolfger von Erla， Wien 1970， S. 86.) 
6当時「両法Ciusutrumque、ローマ法大全とカノン法大全の2つのこと)Jと呼ばれていたものにつ
いての学問総体のこと。

7写本によってbuochC書)と脅かれたり teilC部)と苦かれたりしている。校訂本ではtei1、また最
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6~ 12章から成っている。写本によっては散文で警かれた前書き(作品全体の要約)

がついている。この作品のタイトルは、著者自身によって著作の最後の方で「私の本

はイタリア人客 (derwelhisch gast、イタリア出身のよそ者)というJ8という形で述

べられている。この「イタリア人客」というのは、トマスインの教育詩のタイトルで

あると同時に、著者自身のことでもある。尚、多くの写本の序文の部分に描かれる挿

絵一一使者 (derbot)が擬人化された「ドイツ語 (tiuschezunge) Jにderwalsch(e) 

gastと警かれた本を差し出しているーーにおいてもこの本のタイトルが示され、ま

た最古の写本 (cpg389)においては、序文の最初の行の上の所9にルブリク10でDer

welhische gastと書かれている。

書かれている内容は、道徳的教育的著作として、全体を通じて人聞が持つべき守る

べき徳目を説いているが、かなりの長さであり、徳の教えと関連して様々なことが書

かれている。以下、各部ごとに簡単に内容を紹介しておきたい。

前述の通り、多くの写本には、序文として散文で書かれた著者自身によると思われ

るw.G.の内容の各部ごとの要約がついている。この序文がないものもあるものも、

第1部の前に韻文による序文から始まる。

序文では著者の自己紹介と、ドイツの人々に対してよそ者である自分を受け入れて

欲しいと呼びかけている。

第1部は、宮廷社会に属する人々のためのマナーブ、ックとなっている。

Ein juncvrouwe sol senfticlich 

und niht lut sprechen sicherlich. 

Ein juncherre sol sin so gereit 

daz er vernem swaz man im seit， 

so daz ez undurft si 

daz man im sage aver wi. 

Zucht wert den vrouwen alln gemein 

若い婦人は穏やかに話すべきであって

声高に話すべきではない。

若い男性は

他人に言われたことを

理解できるようにしているべきだ、

他人が彼にもう一度言わなくていいように。

礼儀は婦人に

古の写本 Ccpg389、注XlX参照)でもtailとなっているので、ここではte丑の方を採用して「部」
と訳した。

8加1inbuoch heizt der welhisch gast (V. 14681) 
9この写本には散文による前書きがないため、この部分がこの本の一番最初の書き出しの部分となる。

他の写本でもこの部分にルブリクがあるが、写本によって記述は異なるo

10段務の冒頭などに主に用いられる朱書き文字のこと。
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sitzen mit bein uber bein. 

Ein juncherr sol uf ein b日 c，

si si kurz ode 1anc， 

deheine wise sten n血t，

ob er einn ritr da sitzen siht. 

Ein vrouwe sol ze deheiner zit 

treten weder vast noch wit. 

Wizzet daz ez ouch ube1 stet， 

rit ein ritr da ein vrouwe get. 

足を組んで座ることを禁じている。

若い男性はベンチの上に

それが長いものであれ短いものであれ

そこに一人の騎士が座っていたら、

同じように立っていてはいけない。

婦人はいつでもドシドシ歩いたり

大またで歩いたりすべきではない。

婦人が歩いている所で騎士が馬に乗って

いるというのは常に良くないことだと知

りなさい。 11

このような形で、男女別に持つべき美徳と避けるべき悪徳、作法、そしてテーブルマ

ナーについても述べられる。 N.エリアスの『文明化の過程』では、 W.G.は「ドイ

ツ語による最も早い礼儀作法書」と言われている。 12特にテーブルマナーについて書

かれた部分は、中世のテーブルマナーを集めた詞華集13に収録されている。更に、手

本にすべき人の例として、宮廷叙事詩や騎士文学の登場人物の名が男女別に述べられ

ていることも重要である。トマスインがこれらの物語についてどのようにして知った

のか、またここで名前を挙げられている人物の選定基準が不明一一特に名前を挙げる

必要のない人物がいる一方で、手本としてふさわしい人物の名が欠けている一ーとい

う問題があるものの、この部分は聖職者による教育的著作としては非常に興味深い。

大抵聖職者は道徳的な観点からこういった宮廷文学に対しては懐疑的で否定的であ

り、実際トマスインもこれらに対して懐提的であるが、それにもかかわらずその教育

的効果を評価し、手本とすべき人物としてここ以外でも度々パルツィヴアールやガー

ヴ}インなどの名を出している。最後の部分で、男性がどのようにして貴婦人の愛を

勝ち得るか、そしてそれに対して貴婦人はどう応じるべきかの宮廷的な恋愛作法が示

される。

第2部では、人々の行動を決定する存在である領主に対する教えと、 W.G.におい

て中心的な徳である「安定 (stete)Jとその反対の悪徳である「不安定 (unstete)J

について述べられる。良い領主であろうとする人は、安定を守らなければならない。

11 Y.405・420、筆者訳。
12N.エリアス~赤井慧爾・中村元保・吉田正勝(訳)r文明化の過程(上)ヨーロッパ上i流階層の風
俗の変遷』法政大学出版局、 1977、153頁

13 T.P.百lomton(Hg.)， Ho五scheTischzuchten， Berlin 1957. 

5 



ze schriben von herren und von kneht: 書かせた。

du tuost mir grozez unreht.' あなたは私に大いなる不正をした。J16 

この先の部分で彼が宮廷にいることが述べられる。この部では主に正義について述べ

られ、第8部で、書いたオットーに関する思い出をもう一度回顧し、その後聖俗の裁判

が共によく機能しなければならず、そうしなかったばかりに異端が増えたとしている。

聖界の裁判を行う人は俗界の裁判を行つてはならず、逆に俗界の裁判を行う人が聖界

の裁判をも行うことはあってはならないとしている。

最後の第10部では「気前の良さ (milte)Jという徳について述べられ、最後にこの

本がどのような人に向けられて書かれたか、そしてこの本の題名がderwelhisch gast 

ということが述べられる。

ごく大まかに内容を要約したが、この著作で書かれている内容のうち、全体を通

じて扱われている徳の教え以外の特徴的な要素としては、(1)マナーブ、ツクとしての

第1部、 (2)序文、第1部、第5部などに見られる宮廷騎士文学の登場人物を用いた部

分、 (3)騎士への教え(第6部)、 (4)主に第3部と第8部に見られる、当時の政治状況

に関する記述(オットー4世、フリードリヒ2世、異端問題、十字軍など)、およびそ

れに関連して同時代の詩人ヴァルターに対する反応が挙げられる。全体として、教

育書としてある程度の一貫性はあるものの、内容は相当多様なものとなっている。し

かしながらこれはW.G.に特異な'性質というわけではない。 12、13世紀に書かれた

教育書において、 1つの本に様々なことが書かれて、そのために1冊の本がいくつか

の性質を持ち合わせることとなったということは珍しくない。例えばソールズベリ

のヨハネスによる有名な『ポリクラティクス (Policraticussive de nugis curialium et 

vestigiis philosophorurn) j]は君主鑑であり、政治学の本であり、当時様々な著作にお

いて書かれていた貴族社会や宮廷社会にある世俗文化ゃくだらない楽しみに対する批

判の1つでもある。前述の通りしばしばW.G.と比較して扱われる『走者』も、道徳

の教えから様々な人々への批判が警かれているため、内容が雑多で一貫性に欠け、か

つて中世後期から近世にかけて多量の写本が作られるほど好まれていたにもかかわら

ず、この性質故に後に文学史上軽視された時期があった。事実、『走者』よりもはる

かに写本数の少ないW.G.の方が何故か100年以上早く校訂本が出版された。トマス

インが影響を受けたとされるべトルス・アルフォンシの『聖職者の教え (Disciplina

16 V.12223-12238、筆者訳。
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clericalis) j]も、全体としては教育書であるが、その教育的内容を補強するために沢

山の例話が挿入されているため、やはりこの時期よく書かれた逸話集の様相も呈して

いる。当時は現代の人聞が考えるような細かい文学ジャンルも、自分の作品がそのう

ちのどの分類に入るかなどということも考えてなかっただろうから、物語である宮廷

叙事詩などは別として、これは当然の結果かもしれない。

前述の通り、中世のドイツ諮で書かれたマナーブ、ックとして第1部が重要であるが、

その中でトマスインが手本とすべき人物として当時12、13世紀に隆盛期を迎えた宮

廷叙事詩の人物、特にアルトウス王とその円卓の騎士を用いている点は重要である。

既に序文の所で、トマスインは「私にはガーヴ、ェインの恩恵があるので、私は正当に

私のケイイをあざ笑うべきだ。J17と述べている。第5部でもよき王の例としてのアル

トゥス王、立派な人物としてパルツィヴアールなどを挙げているが、最も顕著なのは、

第1部の途中で手本とすべき人物として、女性7人、男性10人、手本としてはいけな

い人物としてケイイ(カイ)18を挙げている部分である。19この部分が示しているのは、

トマスインが世俗的な宮廷叙事詩について知っていたということ、そして自分の教育

書で聖人などではなく敢えてこのような宮廷叙事詩の登場人物を用いたことから著者

自身に世俗宮廷文化への理解があったこと、そのことによって受容者である俗人への

歩み寄りの姿勢があったということだけではない。この部分から、これらの人物およ

び彼らが出てくる作品を受容者が知っていたことをトマスインが期待できたというこ

とが考えられる。つまり、中世の宮廷叙事詩の受容に関する史料でもある。トマスイ

ンが敢えて著作の言語にドイツ語を選ぶほど受容者のことを考えていた著者だ、ったこ

とからも、そのように考えることができる。この著作全体で言及される宮廷叙事詩の

人物全員について知っているためには、少なくとも7つ以上の作品を読むなり聞くな

りして知っていなければならない。

騎士のあり方について第6部で述べていることも、これと関係があるだろう。勿論

宮廷騎士文学や騎士文化への理解や、彼が宮廷にいて騎士達とも顔を合わせていたと

いうことばかりではなく、第8部で卜字軍要請をしていることから、十字軍との関係

もあって書いたのだろう。

この作品における同時代の出来事を書きとめた部分は、著者自身に当時の事につい

17 H釘1ich Gawein5 hulde wol， / von reht min Key 5potten 501. (V. 77-78) 
18ケイイ(カイ)はアルトウス王の宮廷で高い役職についている騎士の一人であるが、その振る舞い

や言動は軽率で乱暴でしばしば無作法なことをするため、良くない人物の例としてここでは!日いら

れている。

19 V.1023-1079、パルツィヴアールを数えるとすると、男性は11人になる。
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ての「歴史記述」をしようというような意図があったわけではない。特にオットー4

世の盾の模様についてなどはかなり長々と書いているが、どれもトマスインの徳の

教えを補強するための例話や例証の役割を出ないo W.G.と同時代の著作では、出来

事を現代の意味で言う歴史として記録する以外の目的で歴史記述が書かれることがし

ばしばあった。イングランドのへンリー2世の宮廷lこいたウォルター・マップの逸話

集『宮廷人の閑話 (Denugis curialium).!lやギラルドウス・カンブレンシスの君主鑑

『君主の教化について (Deprincipis instructione).!lなどにも相当量の同時代の歴史記

述があるが、これらの記述はエンターテイメント性や例話としての用途に合わせるこ

とが重要であり、記述内容の正確さは問題ではない。トマスインによる記述もこの延

長線上にあるが、しかしながらトマスインがどのような政治経験をし、当時の状況を

どのように見ていたかをこれらの記述から知ることができるだろう。彼がいたとされ

るアクィレイア総大司教の宮廷は、政治的に非常に重要な場所で、そこで勤務すると

いうことは、当時の神聖ローマ帝国を巡る重要な政治的事柄に関わることになる。ア

クィレイア総大司教は政治的には神聖ローマ帝国の聖界諸侯の一人であり、アクィ

レイアはドイツからイタリアへの交通の要所である。総大司教としては教皇の下にあ

り、地理的にも立場的にもドイツとイタリア、神聖ローマ帝国とローマ教皇の聞に立

つ役割を担うことになる。更にこの時期、アクィレイア自体のこのような状況とは別

に、重要な政治上の出来事が続いている。九インリヒ6世の早世から続いていたシュ

タウフェンのフィリップ・フォン・シュヴァーベンとヴェルフのオットー・フォン・

ブラウンシュヴアイクの帝位争い、フィリップの殺害とおそらくトマスインがヴォル

フガーと共に参加したと思われるオットーの戴冠、そしてWG.が書かれたとされる

年代とほぼ同時の1215年の第4ラテラノ公会議とオットーの破門である。特にこの第

4ラテラノ公会議前後の状況はWG.にとっても重要である。資金不足から大変な失

敗に終わったことで有名な第4回十字軍の教訓|から対策がとられ、既に1213年から次

回の十字軍の資金集めのために教会に献金箱が置かれた。これに対してヴァルターが

詩で攻撃していて、却内容が一致することから、トマスインは直接ヴアルターの名を

挙げてはいないが、21ヴァルターに対して、特にこの詩に対して反論しているとされ

ている。そしてそれに続いてドイツの騎士達に十字軍を期待している。この部分は、

度々教皇を非難する詩を作ってきたヴ、アルターに対して、トマスインにインノケンテ

ィウス3世の政策を擁護する立場が見られるため、かつてD.ロシェはトマスインが

20 L.34，4， L.34，14 
21 w.G. V.1191-11225ヴァルターのことは「良き騎士 Cderguote kneht) Jと言っている。
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W.G.を書いた動機を、インノケンティウス3世の2つの勅書の影響と、第4ラテラ

ノ公会議と十字軍政策を擁護するためと考えた。22確かlこ第4ラテラノ公会議周辺の

状況はW.G.の背景として重要だが、あくまでこういった記述はこの大作のほんの一

部分にしか過ぎず、このことにW.G.成立の直接の決定的な動因を求めることには無

理がある。 D.ロシェ自身も後にこの考えを若干修正している02313世紀にドイツでは

ドイツ語で教育的著作が書かれるようになったという傾向や、既にこれまでに君主鑑

などの様々な教育書が書かれ、トマスインが教養としてそれらを知っていたことなど

を考えると、著作の動機は非常に複雑なものとなるだろう。

次に、この作品に関する現在までの研究を簡単にまとめておきたい。まず史料につ

いては、現在まで残っている写本のうち、完全写本の最も古いもの却は13世紀前半に

成立したとされ、 WG.が書かれたのとほぼ同期である。この他14世紀のものが5つ、

そして15世紀のものが最も多く残っている。このことについて、写本断片に関して

は14世紀のものが最も多く残っているので、 15世紀に特別な事情で写本が特に作ら

れたのか、あるいは偶然15世紀の写本が最も多く残ったのかは残念ながら分からな

い。最古の写本 Ccpg389)については、ファクシミリが出版されている。25校訂本の

出版は比較的早く、 1852年にH.リュッケルトによって出されている。26新しいもの

としてはF.Wぷクリースによる校訂本があり、これは校訂本と写本の挿絵の研究な

ど4巻からなっている。27

内容に関する主な研究を挙げると、まずH.テスケによる包括的な研究28が、

W.G.に関する古典的研究となっている。これは、著作と著者、ぞれからこれらを取

22 D.Rocher，τhomasin von Zerclaere， Innocent III et Latran IV ou la veritable influence de l'actualite 
sur le Wa1scher Gast， in: Le Moyen Age 74 (No.11973) pp.35・55.
23 D. Rocher，官lOmasinvon Zerc1aere. ein Dichter... oder ein Propagandist im Auftrag? in: E.Boshof， 
und F. P. Knapp (Hg.)， Wolfger von Er1a. Bischof von Passau (1191-1204) und Patriarch von 
Aq凶leja(1204・1218)als Kirchenfurst und Literaturmazen， Heidelberg 1994. 
24cpg389、ハイデルベルク大学図書館所蔵。羊皮紙の絵入り写本で、現存するw.G.の写本のうちこ

れが現段階では古い。

25 F.Neumann (Ein五ihrungin Thomasins羽lerk)und E. Vetter， Der we1sche Gast des 百lomasinvon 
Zerclaere. Codex Palatinus Germanicus 389 der Universitatsbibliothek Heidelberg， Wiesbaden 
1974. 

26 H. Ruckert (Hg.)， Der Wa1sche Gast des Thomasin von Zirc1aria. 
27 F. W. von Kries (Hg.)，百lOmasinvon Zerc1aere Der welsche G踊t，Bd.1 Ein1eitung， Uberlieferung， 
Text， die Varianten des Prosavorworts， Goppingen 1984， Bd.2 Die Varianten der Hss. GFAD， der 
Budinger und Sibiuer Fragmente Buch 1-10 (1984)， Bd.3 Die Varianten der Redaktion S (1984)， 
Bd.4 Die Illustrationen des Welschen Gasts: Kommentar mit Analyse der Bildinhalte und den 
Varianten der Schri品加dtexte.Verzeichnisse， Namenregister， Bibliographle (1985). 
28 H. Teske，τhomasin von Zerc1aere. der Mann und sein Werk， Heide1berg 1933. 
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り巻く環境 アクィレイアとヴォルフガ一の宮廷、ヴォルフガー自身についてなど

ーーを網羅的に扱っている。この他の大きな研究としては、アクィレイアの地域的な

問題に注目した羽1.レッケの研究、そして E.J.F.ルフの博士論文やD.ロシェによる

論文がある。29また近年、羽T.G.の挿絵の研究が出ている。30この他には特にD.ロシェ

の研究が、w.G.の歴史的周辺環境に比較的重点を置いている点で興味深い。 31

この他の研究としては、羽T.G.の内容や思想に関するものが多い。主なものとして

は、 Ch.コルモーや Ch.フーパー、K.H.ゲッテルトなどが挙げられる。32Ch.コル

モーは特にギョーム・ド・コンシュの『哲学者の道徳の教え』をw.G.の「主要原典

(Hauptquelle) Jとし、H.ゲッテルトもこの著作の影響を認めている他、マナーに

関しては『ファケートウス (Facetus)~ や『カトーの二行詩 (Disticha Catonis) ~33 、

テーブルマナーに関してはペトルス・アルフォンシの『聖職者の教え』など様々な著

作の影響を受けているとしている。また愛の作法に関してはオヴィデ、ィウスやアンド

レアス・カペラーヌスの『愛について (Deamore)~ の影響を受けていて、この他ア

ラヌス・デ・インスリスの『自然の嘆き (Deplanctu naturae) ~の影響も受けている

としている。古典古代の思想の影響については、『哲学者の道徳の教え』を通じてキ

ケロの思想そ恐らく知っていたということが推測され、徳の思想に関してはセネカや

ボエティウスの影響を考えている。 Ch.フーパーの研究はアラヌス・デ・インスリス

の中世ドイツ語作品への思想的影響に関するもので、アラヌスの思想の影響を受けた

29 W. Rocke， Feudale Anarchie und Landesherrschaft. Wirkungsmoglichkeiten didaktischer Literatur: 
τhomasin von Zerklaere ((Der Walsche Gast>>， Bern/ Frankfurt am Main/ Las Vegas 1978， E. J. F. 
Ruff， Der Walsche Gast des Thomasin von Zirklaria. Untersuchung zu Gehalt und Bedeutung einer 
mittelhochdeutschen Morallehre (Dissertation Erlangen 1982)， D. Rocher，官lOmasinvon Zerklaere 

Der羽lalscheGast， Lil1e-Paris， 1977 
30 H. Wenzel und Ch. Lechtermann (Hg.)， Beweglichkeit der Bilder. Text und lmagination in den 
il1usttierten Handschriften des >>welschen Gastesαvon τhomasin von Zerc1aere， Koln/ Weim町/
Wien2002. 

31 D. Rocher， Thomasin von Zerc1aere， lnnocent]]l et Latran lV ou la veritable influence de I'actualite 
surle Walscher Gast，in: Le Moyen Age 74 (No.11973) pp.35羽，D. Rocher， Thomasin von Zerc1aere. 
ein Dichter... oder ein Propagandist im Auft四.g?in: E. Boshof， und F.P. Knapp (Hg.) Wolfger von 
Erla. Bischofvon Passau (1191-1204) und Patriarch von Aquileja (1204-1218) als Kirchenfurst und 

Literaturmazen， Heidelberg 1994. 
32 Ch. Cormeau，τhdierte Verhaltensnorm und Realitatserfahrung， in: Ch.Cormeau (Hg.)， Deutsche 

Literatur im Mほe1alter.Kontakte und Perspektiven-Hugo Kuhn zum Gedenken， Stu口伊rt1979， 
S.276-295， Ch. Huber， Die Au長lahmeund Verarbeitung dεs A1anus ab lnsulis in mittelhochdeutschen 
Dichtungen， Munchen 1988， K. -H. Gotte口Thomasinvon Zerc1aere und die Tradition der Moralistik， 
in: U.Ernst und B. Sowinski (Hg.)， K品InerGermanistische Studien 30 Architectura Poetica 
Festschrif記臼rJ ohannes Rathofer zum 65. Geburtstag， Koln/ Wien 1990， S.179-188. 
33題名はこうなっているが、著者は古代ローマのカトーではなく、不明。著者は3、4世紀の人で、こ

の作品は中世に広まった。
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ものの1つとしてWG.を取り上げている。

日本の研究者でWG.の研究をしているのは尾野照治だけだが、34ここではその

研究の詳細に関しては割愛する。勿論WG.に関する研究はこれだけではなく、

W.G.を用いた研究も多い。これは先に述べたW.G.の著作としての多様性のためで

ある。

最後に、以上に述べてきたことを簡単にまとめておきたい。 W.G.は著者や書かれ

た環境には、言語や地域の問題などいくつかの特異な点がある一方で、著作自体に関

しては、古典古代や同時代の先人の思想の伝統を踏襲する傾向の強かった中世の著作

らしく、特に斬新な思想もなく、『ポリクラティクス』や『走者』のように広まるこ

ともなかった。思想的著作としては必ずしも成功したとは言えないものの、そのこと

でこの作品全体を過ノト評価することはできない。 W.G.の最も注目すべき点は、この

作品が、その当時の時代と時期の状況や宮廷文化などの周辺環境に非常に即したもの

となっていることである。トマスインが書いた徳の教えや批判が興味深いのは勿論の

こと、更に彼は何らの意図もなく、大変重要な当時に関する証言を残している。それ

は文学の受容に関する証言であり、ヴァルターについての言及であり、あからさまな

不快をもって警かれたオットー4世についての記述等である。加えてこの作品の成立

そのものから、アクィレイアの言語状況や著者がいたとされるヴォルフガ一の宮廷の

性質を読み取ることができるだろう。前述の通り、史料として有用な記述の部分は、

W.G.全体の中では著者の徳の教えを補強するための例証に過ぎ、ない。つまり、作品

の主軸から外れた補助的な部分ではあるが、そこには一人の人物が当時の出来事を、

何を見てどう思っていたかという記録が残されているのである。現在までは中高ドイ

ツ語の詩作ということでドイツ文学の領域で扱われることが多かったが、今後は当時

の政治や文化の史料として、今までとは異なった視点からの利用も可能だろう。

ありのぶ・まみな

東京大学大学院総合文化研究科超域文化科学専攻(比較文学比較文化)博士課程

研究テーマ:中世ヨーロッパの宮廷文化

34尾野照治「中世ドイツの教育詩人トマジン・フォン・ツェルクレーレの『呉国の客』に映し出さ

れた悪魔像J [~ドイツ文学研究~ 45 (2000年)1-23頁]、同 f13世紀のイタリア人司教座聖堂

参事会員が諭すドイツ宮廷のミンネ観J [Iiドイツ文学研究~ 49 (2004年)39-67頁]、 S.Ono，
Konflikte und Verhaltemslehren im 'Wa1schen Gast'， in: Neue Beitrage zur Germanistik， Bd.1， 
S.166-179. 
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